
条

約

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
政
令
第
三
百
五
十
三
号

理
容
師
法
施
行
令
及
び
美
容
師
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
五
条
の
四
第
二
項
及
び
美
容
師
法
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
五
千
八
百
円
」
を
「
五
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

一

理
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
第
三
条
第
一
号

二

美
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
口

俊
一

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

条
約
第
六
号

投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
及
び
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
（
以
下
「
両
締
約
国
」
と
い
う
。）は
、

両
締
約
国
間
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に
投
資
を
更
に
促
進
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
他
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
け
る
投
資
を
拡
大
す
る
た
め
の
安
定
し
た
、
衡
平
な
、
良

好
な
か
つ
透
明
性
の
あ
る
条
件
を
更
に
作
り
出
す
こ
と
を
意
図
し
、

両
締
約
国
に
お
い
て
投
資
家
の
発
意
を
促
し
、
及
び
繁
栄
を
促
進
す
る
上
で
投
資
の
漸
進
的
な
自
由
化
を
図
る
こ
と

が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

両
締
約
国
の
区
域
に
お
い
て
健
康
、
安
全
及
び
環
境
の
分
野
で
適
用
さ
れ
る
措
置
及
び
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
な
し

に
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

両
締
約
国
間
の
投
資
を
促
進
す
る
上
で
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
協
調
的
な
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、こ

の
協
定
が
外
国
投
資
に
関
す
る
国
際
的
な
規
則
の
発
展
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
協
力
の
強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

希
望
し
、

こ
の
協
定
が
両
締
約
国
間
の
経
済
上
の
連
携
を
更
に
深
め
る
こ
と
を
信
じ
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

「
投
資
財
産
」
と
は
、
投
資
家
に
よ
り
直
接
又
は
間
接
に
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ
れ
て
い
る
全
て
の
種
類
の
資

産
を
い
い
、
次
の
も
の
を
含
む
。

⒜

企
業
及
び
企
業
の
支
店

⒝

株
式
、
出
資
そ
の
他
の
形
態
の
企
業
の
持
分
（
そ
の
持
分
か
ら
派
生
す
る
権
利
を
含
む
。）

⒞

債
券
、
社
債
、
貸
付
金
そ
の
他
の
債
務
証
書
（
そ
の
債
務
証
書
か
ら
派
生
す
る
権
利
を
含
む
。）

⒟

契
約
（
完
成
後
引
渡
し
、
建
設
、
経
営
、
生
産
又
は
利
益
配
分
に
関
す
る
契
約
を
含
む
。）に
基
づ
く
権
利

⒠

金
銭
債
権
及
び
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
契
約
に
基
づ
く
給
付
の
請
求
権

⒡

知
的
財
産
権
（
著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利
、
特
許
権
並
び
に
実
用
新
案
、
商
標
、
意
匠
、
集
積
回
路
の
回
路

配
置
、
植
物
の
新
品
種
、
営
業
用
の
名
称
、
原
産
地
表
示
又
は
地
理
的
表
示
及
び
開
示
さ
れ
て
い
な
い
情
報
に
関

す
る
権
利
を
含
む
。）

⒢

投
資
受
入
国
の
法
令
又
は
契
約
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
権
利
（
例
え
ば
、
特
許
、
免
許
、
承
認
、
許
可
。
天
然
資

源
の
探
査
及
び
採
掘
の
た
め
の
権
利
を
含
む
。）

⒣

他
の
全
て
の
資
産
（
有
体
で
あ
る
か
無
体
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
動
産
で
あ
る
か
不
動
産
で
あ
る
か
を

問
わ
な
い
。）及
び
賃
借
権
、
抵
当
権
、
先
取
特
権
、
質
権
そ
の
他
の
関
連
す
る
財
産
権

投
資
財
産
に
は
、
投
資
財
産
か
ら
生
ず
る
価
値
、
特
に
、
利
益
、
利
子
、
資
本
利
得
、
配
当
、
使
用
料
及
び
手
数

料
を
含
む
。
投
資
さ
れ
る
資
産
の
形
態
の
変
更
は
、
そ
の
投
資
財
産
と
し
て
の
性
質
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

い
。「

締
約
国
の
投
資
家
」
と
は
、
次
の
者
で
あ
っ
て
、
他
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
投
資
を
行
お
う
と
し
、

行
っ
て
お
り
、
又
は
既
に
行
っ
た
も
の
を
い
う
。

⒜

締
約
国
の
関
係
法
令
に
よ
り
そ
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人

⒝

締
約
国
の
企
業

注
釈

締
約
国
の
投
資
家
は
、
投
資
を
行
う
た
め
に
必
要
な
具
体
的
な
手
続
を
と
っ
た
場
合
（
投
資
財
産
の
設
立

を
認
め
る
免
許
又
は
許
可
の
た
め
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
を
含
む
。）に
限
り
、
他
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に

お
い
て
投
資
を
行
お
う
と
し
て
い
る
も
の
と
了
解
さ
れ
る
。

「
締
約
国
の
企
業
」
と
は
、
営
利
目
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、民
間
又
は
政
府
の
い
ず
れ
が
所
有
し
、

又
は
支
配
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
締
約
国
の
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
適
正
に
設
立
さ
れ
、
又
は
組
織
さ
れ
る
法
人

そ
の
他
の
事
業
体
（
社
団
、
信
託
、
組
合
、
個
人
企
業
、
合
弁
企
業
、
団
体
、
組
織
及
び
会
社
を
含
む
。）を
い
う
。

「
投
資
活
動
」
と
は
、
投
資
財
産
の
運
営
、
経
営
、
維
持
、
使
用
、
享
有
及
び
売
却
そ
の
他
の
処
分
を
い
う
。

「
区
域
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
に
つ
い
て
、
⒜
当
該
締
約
国
の
領
域
並
び
に
⒝
国
際
法
に
従
い
当
該
締
約

国
が
主
権
的
権
利
又
は
管
轄
権
を
行
使
す
る
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
を
い
う
。

「
自
由
利
用
可
能
通
貨
」
と
は
、
国
際
通
貨
基
金
協
定
に
定
義
す
る
自
由
利
用
可
能
通
貨
を
い
う
。

第
二
条

１

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
を
可
能
な
限
り
促
進
す
る
も
の
と
し
、
自
国
の
関
係

法
令
（
外
国
人
に
よ
る
所
有
及
び
支
配
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。）に
従
っ
て
権
限
を
行
使
す
る
自
国
の
権
利
を
留
保

の
上
、
当
該
投
資
を
許
可
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
の
利
益
の
た
め
、
自
国
の
区
域
内
の
投
資
環
境
を

一
層
整
備
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
各
締
約
国
は
、
投
資
活
動
並
び
に
投
資
財
産
の
設

立
、
取
得
及
び
拡
張
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
す
る
自
国
の
制
限
的
な
措
置
で

あ
っ
て
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
存
在
す
る
も
の
を
削
減
し
、
又
は
撤
廃
す
る
よ
う
努
め
る
。

第
三
条

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資

財
産
に
対
し
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
自
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待

遇
を
与
え
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家

の
投
資
活
動
に
関
し
て
特
別
な
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
手
続
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
当

該
投
資
家
の
権
利
を
実
質
的
に
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
投
資
活
動
並
び
に
投
資
の
許
可
及
び
投
資
の
許
可
に
関
連
す
る

事
項
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
第
三
国
の
投
資
家

及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
与
え
る
。
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